
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、公的資金（税金）は一切いただいておりません。

職
に
困
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
こ

と
か
。

　
し
か
し
、
こ
の
村
に
は
エ
ミ
小

学
校
が
あ
る
。
十
年
前
、
校
舎
が

建
つ
ま
で
は
大
き
な
木
の
下
で
勉

強
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
大
き

く
な
っ
て
、
今
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ど
こ
か
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
し
て
後
輩
た
ち
五
百
人

が
、
立
派
な
校
舎
の
中
で
勉
学
に

励
ん
で
い
る
。

　
貧
し
い
け
れ
ど
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
け
な
げ
に
生
き
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
「
将
来
の
夢
は
？
」

と
聞
け
ば
、「
医
者
、
学
校
の
先

生
に
な
り
た
い
」
と
答
え
る
。
実

現
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

夢
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
。

　
天
国
に
い
る
武
藤
笑
子
さ
ん
に

「
校
舎
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
子
ど
も
た
ち
は
立
派
に
成

長
し
て
い
ま
す
よ
」
と
、
天
に
向

か
い
大
声
で
叫
ん
で
み
た
。

ジ
ア
経
済
は
驚
異
的
な
成
長
を
成
し

遂
げ
た
が
、
あ
い
に
く
辺
鄙
な
農
村

は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
唯

一
の
恩
恵
と
い
え
ば
、
外
資
に
よ
る

縫
製
工
場
が
農
村
に
も
ち
ら
ほ
ら
と

出
来
つ
つ
あ
っ
て
、
若
い
女
子
が
就

ら
数
人
が
寄
り
添
っ
て
暮
ら
し
て
い

た
。
十
年
前
に
訪
問
し
た
時
と
全
く

変
わ
っ
て
い
な
い
印
象
だ
っ
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
り
、
カ
ン
ボ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　　    
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

　理
事
長

　根 

岸

　恒 
次
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十
年
前
と
変
わ
ら
な
い
僻
村
の
暮
ら
し
ぶ
り

十
年
前
と
変
わ
ら
な
い
僻
村
の
暮
ら
し
ぶ
り

　
九
月
十
二
日
、
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー

県
オ
ラ
ル
郡
の
山
中
に
あ
る
エ
ミ
小

学
校
（
二
〇
〇
三
年
三
月
開
校
）
に

通
学
す
る
教
育
里
子
の
家
（
四
人
）

を
訪
問
し
た
。
エ
ミ
小
学
校
ま
で
は

時
折
り
足
を
運
ぶ
も
の
の
、
子
ど
も

た
ち
の
家
を
訪
問
す
る
の
は
、
開
校

時
に
数
軒
の
家
を
訪
問
し
て
以
来
、

二
度
目
の
こ
と
だ
。
遠
い
の
で
、
つ

あ
る
。
四
年
前
に
は
隣
り
に
中
学
校

も
で
き
、
現
在
五
百
人
以
上
の
子
ど

も
た
ち
が
通
学
し
て
い
る
。

　
エ
ミ
小
学
校
に
は
現
在
十
四
人
の

教
育
里
子
が
い
て
、
日
本
に
い
る
教

育
里
親
さ
ん
か
ら
学
資
等
の
支
援
を

受
け
元
気
で
通
学
し
て
い
る
。
そ
の

中
か
ら
、
今
回
は
時
間
の
都
合
に
よ

り
四
人
の
子
ど
も
た
ち
の
家
を
訪
問

い
足
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

深
く
反
省
し
て
い
る
。

　
エ
ミ
小
学
校
は
今
か
ら
十
年
前
、

静
岡
県
沼
津
市
の
武
藤
笑
子
さ
ん

（
故
人
）
が
校
舎
を
寄
贈
す
る
こ
と

に
よ
り
開
校
し
た
小
学
校
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
か
ら

車
で
四
時
間
以
上
か
か
る
辺
境
に
あ

る
。
地
雷
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
大
蛇

や
猛
獣
が
出
没
す
る
密
林
が
近
く
に

し
た
。

　
教
育
里
子
を
選
ぶ
基
準
は
、
貧
し

い
家
庭
に
あ
っ
て
、
か
つ
両
親
が
い

な
い
か
、
片
親
の
子
ど
も
に
限
定
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ

て
、
今
回
訪
問
し
た
ど
の
家
も
貧
し

さ
の
極
限
に
あ
り
、
電
気
、
水
道

（
勿
論
井
戸
も
）、
ガ
ス
、
ト
イ
レ
も

何
も
な
い
、
た
だ
雨
露
を
し
の
ぐ
だ

け
の
壁
も
な
い
狭
い
家
に
、
親
兄
弟

母子家庭のカムソートちゃん
（小学校２年生、後ろが住まい）

訪問した家には獲れたばかりの魚がいっぱい

飲料水浄化容器を寄贈した國學院大學国際協力サークル
～優志～の皆さんと子どもたち

子どもたちはボートを漕いで学校へ

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月、年３回、年２回）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。

学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、お小遣い、
生活資金などに使われます。このほか、現地スタッフの
給料、ガソリン代、事務所家賃など現地でかかる経費、
通信費、印刷費など東京の本部でかかる経費として使わ
れます。

最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校を卒業
するまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。　　

里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることが
でき、心あたたまる交流ができます。現地で暮らす里子
に会いにいくための旅行も年３回実施しております。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多
数の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へす
ら行けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親
さんを募集しております。
　思えば68年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。
カンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるよ
うになりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

里親さんに感謝の気持ちを

このたび、本会のFacebookページを開設しました。
本会ホームページ（http://www.aac21.net）左下の「Facebookページ」ボタンからどうぞ！
※Facebookをやっていない方でも自由にご覧になれます。ページ右上の「いいね！」
をいただけると嬉しいです。
※本会の一番ホットな情報を随時アップします。　
※追って、会員の皆様のグループを作り、会員様同士の交流の場を設ける予定です。

Facebookページを開設しました！

現地で使用している車

　現地（カンボジア）で使用している車（トヨタハイラックス）は 
2003年、武藤滋様（静岡県沼津市・里親会員）により寄贈されま
したが、購入後丸10年が経過し、かなり老朽化して参りました。
　そこで、同種の新車を購入することにいたしました。当初、中古
車の購入を検討しましたが、カンボジアの道は悪路ですので、すぐ
に故障してしまう恐れがあります。
　新車の購入金額は約400万円ですが、現時点で半分の約200万円
（大半が会員様からの寄付金）が寄せられております。なお引き続
き、皆様のあたたかいご理解とご協力をよろしくお願い申し上げま
す。（法人理事長　根岸恒次）

現地活動のための新車購入にご協力ください
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幸福を、平和を、豊かな心を、
カンボジアの友と分かち合おう
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ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
船
上
小
学
校
を
訪
問

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
る
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
に
は
、
百
万
人
以
上
が
水

上
で
生
活
し
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
の
集
落
の
一
つ
、
メ
イ
チ
ュ
レ
イ
村
は
、
湖
の
北

に
あ
る
小
さ
な
村
だ
。

　
九
月
五
日
、
國
學
院
大
學
国
際
協

力
サ
ー
ク
ル
～
優
志
～
の
メ
ン
バ
ー

（
三
十
六
人
）
と
本
会
の
里
親
会
員
、
鈴

木
千
雄
さ
ん
と
友
人
、
本
会
ス
タ
ッ
フ
ら

が
同
村
の
小
学
校
（
生
徒
数
二
百
四
十
三

人
）
を
訪
問
し
た
。

　
國
學
院
大
學
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
か
ら

要
望
の
あ
っ
た
飲
料
水
を
浄
化
す
る
た
め

小
魚
が
沢
山
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
う
し
た
湖
上
の
家

か
ら
小
さ
な
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
、
五
～
六
人

乗
っ
て
通
学
す
る
。
午
前
中
勉
強
し
た

後
、
一
旦
帰
宅
し
、
昼
食
後
再
び
登
校
す

る
そ
う
で
、
半
日
し
か
授
業
を
し
な
い
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
の
中
に
あ
っ
て
、
勉

強
熱
心
な
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
良

か
っ
た
と
感
じ
た
。

　
本
会
が
主
催
す
る
「
第
二
十
五
回
カ
ン

ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
で
も
、
十
一
月

一
日
に
同
小
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た

ち
に
学
用
品
を
配
布
す
る
予
定
だ
。
子
ど

も
た
ち
は
、
旅
の
参
加
者
に
会
え
る
日

を
、
首
を
長
く
し
て
待
ち
望
ん
で
い
る
。

活
の
様
子

を

伺

っ

た
。
村
民

の
大
半
が

漁
師
で
あ

り
、
訪
問

し
た
家
に

は
獲
れ
た

ば
か
り
の

の
容
器
（
二
十
五
本
）
を
寄
贈
し
た
。
そ

の
後
、
狭
い
船
の
中
で
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
だ
り
、
校
長
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
船
上
で
学
ぶ
苦
労
話
を
聞
い
た
。

　
小
学
校
を
訪
問
後
、
二
つ
の
班
に
分
か

れ
て
子
ど
も
た
ち
が
住
む
家
を
訪
問
、
生
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児童養護施設《夢ホーム》日記

　９月７日、國學院大
學国際協力サークル～優
志～の皆さんが渋谷駅頭
で募金を呼びかけ、集め
られた資金で完成した井
戸（２基）の贈呈式が現
地の小学校と村で行な
われた。式には学生の
皆さんも出席、完成を
祝うとともに式の終了
後、子どもたちと楽し
く交流した。

　また９月20日、岡三証券（株）アジア情報館（東京都港区虎ノ
門）の資金協力により完成した井戸の贈呈式が小学校で行なわれ
た。式には根岸理事長始め、カンボジアを訪問中の里親会員さんた
ちが出席した。

大勢の皆さんが訪問してくれました
　９月、沢山の日本人の皆さんが夢
ホームを訪問し、子どもたちと楽し
く交流した。また、お米、お菓子な
どたくさん頂き、感謝！
　訪問してくれた皆さん：國學院大
學国際協力サークル～優志～（36
人）、宮川公子さん、斉藤光彦さん
夫妻、小林なおみさん親子、栗田和
芳さん、鈴木千雄さんと友人、榎戸
徹彦さん。音楽指導する宮川公子さん

子犬が５匹も産まれました！
　夢ホームで飼っている小さな犬が
産気づき、９月に５匹の子犬が仲間
に加わった。
　暫らくは夢ホームで飼い、何匹か
嫁入り先を探すそうだ。産まれたての子犬たち

高校生、中学生になりました
　カンボジアの新学期は１０月、サ
ルン・トンヘアン君が高等学校に、
イエン・ウドン君とリ・マクちゃん
が中学校に、それぞれ入学した。頑
張れ、新入生！新入学の３人

パパイヤが豊作
　夢ホームは果物の木がいっぱいあ
る。
　特に池の周辺には、最近植えたバ
ナナ、パパイヤ、竜眼、マンゴウな
どが時期になるとたくさんの実を付
け、子どもたちも楽しみにしている。美味しそうなパパイヤの実

　
九
月
八
日
～
十
日
、
板
金
加
工
技
術
修
得
の

た
め
の
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｢

も
の
作
り

技
能
講
習
会｣

（
第
十
九
回
）
が
夢
ホ
ー
ム
の

職
業
訓
練
棟
で
行
な
わ
れ
、
夢
ホ
ー
ム
や
近
隣

の
子
ど
も
た
ち
な
ど
八
人
が
訓
練
を
受
け
た
。

講
師
は
鈴
木
千
雄
さ
ん
（
愛
知
県
あ
ま
市
、
里

親
会
員
）。

　
今
回
は
、
洗
い
た
ら
い
を
作
成
。
鈴
木
さ
ん

の
右
手
の
け
が
も
良
く
な
っ
て
、
鈴
木
さ
ん
が

製
作
し
た
物
は
中
学
校
の
校
長
先
生
に
差
し
上

げ
た
。

　
次
回
、十
一
月
は
、講
習
会
が
二
十
回
に
な
っ

た
の
を
記
念
し
、
今
ま
で
の
受
講
生
や
ふ
れ
あ

い
の
旅
参
加
者
ら
を
招
い
て
、
夢
ホ
ー
ム
の
庭

で
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
計
画
し
て
い
る
。

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京
都
台
東
区
）

の
専
任
講
師
で
、
自
宅
に
も
工
房
を
持
つ
榎
戸
徹
彦
さ
ん

（
横
浜
市
、
里
親
会
員
）
が
夢
ホ
ー
ム
に｢

夢
工
房｣

を

開
設
、
本
会
の
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
鋳
造

に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
指
導
し
て
い
る
。

　
九
月
二
十
四
日
～
二
十
七
日
、
第
十
三
回
技
術
講
習
会

が
行
な
わ
れ
、夢
ホ
ー
ム
や
村
に
住
む
六
人
が
参
加
し
た
。

　
当
初
、
受
講
生
全
員
が
同
じ
も
の
を
作
っ
て
腕
を
磨
い

て
き
た
が
、技
術
が
向
上
し
て
き
た
の
で
、現
在
は
亀
、魚
、

鳥
、
ワ
ニ
、
う
さ
ぎ
な
ど
、
各
人
別
々
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
終
了
し
た
生
徒
た
ち
は
、
自

由
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て

い
る
。

　
次
回
（
第
十
四
回
）
の
講
習
会
は
、
十
一
月
二
十
六
日

～
二
十
九
日
を
予
定
。

技術指導する鈴木千雄さん

トンレサップ湖の小学校を訪問しボートから手を振る「優志」の皆さん

完成を祝い記念撮影学用品を配る鈴木さん

技術指導する榎戸徹彦さん

井戸の完成を喜ぶ子どもたち

第
十
九
回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
開
催
（
夢
ホ
ー
ム
）

第
十
三
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
ホ
ー
ム
）

児童養護施設《夢ホーム》は両親や片親を亡くしたり、親がいても家庭的に恵まれ
ない子どもたちの生活の場として、会員の皆様のご厚意により、2009 年１月に建
物が完成、同年３月に開園しました。現在、５歳から18 歳までの 17人の子どもた
ちが入園、近所の小・中・高等学校へ通学しています。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、
ト
イ
レ
の
な
い
小
・
中

学
校
が
沢
山
あ
る
。
ま
た
、
ト
イ
レ
が
あ
っ
て

も
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
た
り
、
水
が
な
く
不
衛

生
だ
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

は
大
変
良
く
な
い
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
本
会
は
、
日
本
で
寄
贈
者
を
募
り
、

ト
イ
レ
の
設
置
を
希
望
す
る
小
・
中
学
校
に
対

し
、
順
次
寄
贈
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
九
月
は
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
内
の
小
学
校

に
二
人
用
ト
イ
レ
が
完
成
、
九
日
、
寄
贈
し
て

く
れ
た
國
學
院
大
學
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
～
優

志
～
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
贈
呈
式
が
行
な
わ

れ
た
。

　
ト
イ
レ
が
完
成
し
た
小
学
校
の
あ
る
地
域

は
、
雨
季
に
な
る
と
洪
水
が
発
生
す
る
た
め
、

床
を
一
メ
ー
ト
ル
以
上
高
く
し
た
。そ
の
た
め
、

建
設
に
相
当
の
費
用
を
要
し
た
が
、
立
派
な
出

来
栄
え
に
寄
贈
し
た
学
生
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

は
大
変
喜
ん
で
い
た
。

ど
の
寄
贈
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民
と
の
交

流
、
各
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
盛
り
沢

山
で
充
実
し
た
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。

　
参
加
者
も
年
々
増
え
、
今
年
は
過
去
最
高
の

三
十
六
人
が
参
加
、
大
型
バ
ス
で
の
移
動
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
細
い
道
が
多
い
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
農
村
の
小
学
校
訪
問
は
、
小
さ
な
車
に

乗
り
換
え
た
り
、
徒
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り

と
体
力
を
使
う
旅
で
も
あ
っ
た
。

　
期
間
中
、
体
調
を
壊
す
学
生
さ
ん
が
数
人
い

た
が
、
帰
国
の
日
ま
で
に
は
良
く
な
り
、
全
員

が
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
旅
の
途

中
、
参
加
者
の
一
人
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
紛
失
し

て
し
ま
い
大
騒
ぎ
し
た
が
、
幸
い
ホ
テ
ル
で
見

つ
か
り
一
安
心
し
た
。

　
五
回
目
と
も
な
れ
ば
現
地
に
知
り
合
い
も
増

え
、
夢
ホ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち

も
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
、
お
別

れ
す
る
日
は
ハ
グ
や
握
手
が
い

つ
ま
で
も
止
ま
な
か
っ
た
。

　
今
回
は
、
支
援
活
動
は
勿
論

の
こ
と
、
調
査
活
動
に
多
く
の

時
間
を
割
い
た
。
校
長
先
生
、
村

長
、
地
域
住
民
、
子
ど
も
た
ち
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、
さ
す

が
、
学
生
さ
ん
が
企
画
し
た
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。
来
年
も

九
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
を
予
定

し
て
い
る
。

　
～
優
志
～
の
皆
さ
ん
は
、
本

校
の
あ
る
渋
谷
駅
で
街
頭
に

立
っ
て
、
井
戸
建
設
等
資
金
を

集
め
て
い
る
。
渋
谷
駅
周
辺
で

行
き
会
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
募
金
に

協
力
し
て
ほ
し
い
。

　
九
月
二
日
～
十
二
日
、

國
學
院
大
學
国
際
協
力

サ
ー
ク
ル
～
優
志
～
（
本

校
＝
東
京
都
渋
谷
区
）
の

皆
さ
ん
（
三
十
六
人
）
が

今
年
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪

問
し
た
。
優
志
の
皆
さ
ん

は
二
〇
〇
九
年
か
ら
毎
年

こ
の
時
期
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
訪
問
、
今
回
で
五
回

目
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
中
、

本
会
と
連
携
し
て
井
戸
・

ト
イ
レ
の
建
設
、
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
、
学
用
品
、

飲
料
水
浄
化
容
器
、
米
な

九
月
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
と
村
に
三
基
の
井
戸
が
完
成※通算の井戸設置数（2003年〜）＝234基（９月現在）

９月に完成した井戸の内訳
／ 寄贈者名 小学校名・村名 生徒数・村民数 所在地

① 國學院大學国際協力サークル〜優志〜様 アンミンチェイ小学校 218人 コンポンスプー県コンピセイ郡

② 國學院大學国際協力サークル〜優志〜様 プエスバウ村 438人 コンポンスプー県コンピセイ郡

③ 岡三証券　アジア情報館様 アンチャレイ小学校 205人 コンポンスプー県ソムロントン郡

《　お　願　い　》
　井戸の建設代金について、最近の円安傾向のため、また現地の物価高騰
により、来年１月以降に作る井戸代金を現行の16万円から17万円に値上げ
せざるを得ない状況です。皆様のご理解よろしくお願いいたします。

國學院大學国際協力サークル～優志～が
カンボジア訪問

洪
水
の
多
い
小
学
校
に
ト
イ
レ
が
完
成
！

九
月
は
中
学
校
を
訪
問
、
学
用
品
を
寄
贈

　
九
月
五
日
、
鈴
木
千
雄
さ
ん
（
愛
知
県
あ
ま

市
、里
親
会
員
）
が
、七
月
に
訪
問
し
た
タ
イ
ー

小
学
校
（
鈴
木
さ
ん
が
二
〇
〇
七
年
に
校
舎
を

寄
贈
）
に
隣
接
す
る
タ
イ
ー
中
学
校
（
生
徒
数

＝
二
百
五
十
人
）
を
訪
問
、
七
月
に
続
き
生
徒

た
ち
に
学
用
品
を
寄
贈
し
た
。

　
タ
イ
ー
中
学
校
の
校
舎
は
最
近
に
な
り
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
鈴
木
さ
ん
が
校
舎
を
寄
贈
し

た
小
学
校
で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
大
半
が
、

今
は
中
学
校
で
学
ん
で
い
た
。

　誕生日は1995年６月10日（18歳）、バッ
タボーン県出身。７人兄弟の６番目。父親は地
雷の被害者で、足が不自由。母親は元気。

夢 ホ − ム の 子 ど も た ち
チャイ・スレイルーオン（ニックネーム：れいちゃん）

めがねが似合う、れいちゃん

　両親はいるものの、極貧家庭のため親と本人
の希望で４年前、夢ホームに入園。現在、高校
２年生。午前中通学し、午後は塾へ行ったり、
夢ホームで賄いのお手伝いをする。子どもたちの中でもリーダー的存
在で、みんなから慕われている。
　将来は医者になるのが夢。成績も良く、学校でも人気者のようだ。
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里子家庭訪問記録
名前：ソクリ・セイミイ
年齢：12歳

好きな教科：国語（特に書き取りが好きです。）
苦手な教科：算数（特に足し算の計算を解くの苦手です。）
担任から一言：成績：A　道徳：A　健康：A　学校活動：A　出席：A

好きな遊び：ゴム跳び
好きな食べ物：野菜スープ
将来の夢：教師になりたいです。

住んでいる場所：コンポンスプー県　ウドン郡、
　　　　　　　　ヨトサムキーコミューン、トロピアンクナー村
学校までの所要時間：徒歩で15分

学校名：プレイチュム小学校
性別：女の子学年：小学校の５年生

備考 ：
　ソクリ・セイミイちゃんは毎日元気
で学校に通っています。
　先生は「セイミイちゃんはおとなし
くて、がんばって勉強しています」と言
いました。
　学校を出た後、すぐに家に戻ってお
母さんの仕事を手伝ってあげます。
　あいている時間に本を読んだり、牛
の世話をしてあげたり、友達と遊んだ
りしています。
　「将来教師になりたいですから、毎
日がんばって勉強しています」とセイ
ミイちゃんは言いました。

担当者：ヴォン・ロットボレイ
（現地スタッフ）教室で掃除をしている写真です。

一日の過ごし方：朝６時に起きます。顔を洗って、家の周りを掃除して、朝水を
浴びてから学校に通っています。授業が終わってから家に戻って来て、お母さ
んの料理の手伝いをして、昼食をして少し休みます。午後、牛の世話をしてあ
げたり友達と遊んだりしています。夕食は６時に食べ、水を浴びてから、先生
から出された宿題をして、８時ごろに寝ます。

家庭状況：現在、お母さんと暮らしています。兄さん０人、姉さん０人、弟さん０
人、妹さん０で、ソクリ・セイミイちゃんはひとりっ子です。

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
両
親
や
片
親
を
失
い
、
経

済
的
に
も
困
窮
し
て
い
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
へ

行
け
る
よ
う
、
二
〇
〇
三
年
に

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」

を
創
設
、
九
月
末
日
現
在
、
約

三
百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
を
教

育
支
援
し
て
い
る
。

　
九
月
十
九
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
問
中
の
小
林
な
お
み
さ
ん
（
千

葉
県
成
田
市
、
里
親
会
員
）
が
一

日
を
か
け
て
、
四
人
の
里
子
が
住

む
村
を
巡
っ
た
。
美
容
師
の
小
林

さ
ん
は
、
同
じ
く
美
容
師
の
娘
さ

ん
と
一
緒
に
、
里
子
や
母
親
の
髪

を
カ
ッ
ト
し
て
あ
げ
た
。

　
ま
た
、
四
人
の
里
子
へ
日
本
か

ら
沢
山
の
お
土
産
を
持
参
、
行
く

先
々
で
差
し
上
げ
た
。

里子の髪をカットする小林さん

小学校での音楽発表会（右はお母さんたち）

ＪＩＣＡ地球ひろばで行なわれた写真展 調布市文化会館たづくりで行なわれた写真展カンボジアの写真を見る来場者

　
九
月
十
五
～
十
六
日
、
福
井
県
高
浜
町
で
町

お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
「
路
地
祭
り
」
が
開
催
、

会
場
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
が

た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
た
。
高
浜
町
に
住
む
佃
絹

代
さ
ん
（
里
親
会
員
）
が
企
画
、
遠
藤
啓
さ
ん

（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
、
会
員
）
が
写
真
提
供

し
た
。

　
二
日
目
の
十
六
日
は
あ
い
に
く
台
風
の
直
撃

を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
が
、

十
五
日
に
は
大
勢
の
来
場
者
が
写
真
を
見
に
来

て
く
れ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
、
都
内
二
ヶ
所
で
写
真
展
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」
を
開
催
し
た
。

　
◎
八
月
二
日
～
六
日
、
調
布
市
文
化
会
館
た

づ
く
り
「
み
ん
な
の
広
場
」
で
開
催
し
た
写
真

展
は
、
地
元
の
岡
本
浩
史
さ
ん
（
会
員
）
が
全

面
的
に
協
力
し
て
く
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。

　
◎
八
月
十
二
日
～
二
十
四
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地

球
ひ
ろ
ば
２
階
展
示
ス
ペ
ー
ス
（
新
宿
区
市

谷
）
で
開
催
、
狭
い
会
場
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
大
勢
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

宮川公子さんがカンボジアで音楽指導

　
九
月
十
七
日
～
二
十
二
日
、
斉
藤
光
彦
さ
ん

夫
妻
、
小
林
な
お
み
さ
ん
親
子
、
栗
田
和
芳
さ

ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
。
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
見
学
と
ト
ン
レ

サ
ッ
プ
湖
の
水
上
生
活
者
を
見
学
、
そ
の
後
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
移
動
し
、
小
林
な
お
み
さ
ん
の
里

子
訪
問
、
井
戸
贈
呈
式
参
加
、
夢
ホ
ー
ム
訪

問
、
リ
ー
ソ
ン
元
国
会
議
員
（
本
会
顧
問
）
と

会
食
、
美
容
院
の
リ
サ
ー
チ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で

マ
ッ
サ
ー
ジ
店
を
経
営
す
る
ポ
ッ
ク
・
ナ
ビ
ー

さ
ん
と
会
食
す
る
な
ど
、
多
忙
な
滞
在
期
間

だ
っ
た
。

　
特
に
夢
ホ
ー
ム
で
は
、
日
本
か
ら
持
参
し
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
十
七
人
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
に
手
渡
し
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
喜

ん
だ
。

斉
藤
さ
ん
夫
妻
ら
五
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

町
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
で
写
真
展
開
催

東
京
都
内
二
ヶ
所
で
写
真
展
を
開
催

夢ホームの子どもたちにプレゼントを渡す斉藤雅代さん

　
九
月
九
日
～
二
十
二
日
、
宮
川
公
子

さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
市
、
里
親
会
員
）

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
て
、
夢
ホ
ー

ム
と
近
隣
の
小
学
校
で
音
楽
の
指
導
を

行
な
っ
た
。

　
夢
ホ
ー
ム
で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
奏
法

指
導
や
歌
唱
指
導
を
中
心
に
行
な
っ

た
。
ま
た
、
近
隣
の
ト
ロ
ピ
ア
ン
ク
ロ

レ
ン
小
学
校
で
は
、
十
三
人
～
十
五
人

の
生
徒
た
ち
を
対
象
に
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
指
導
、
青
年
教
師
に
は
キ
ー
ボ
ー

ド
奏
法
指
導
を
試
み
た
。

　
ト
ロ
ピ
ア
ン
ク
ロ
レ
ン
小
学
校
で

は
、
最
後
の
日
に
生
徒
の
父
兄
を
招
い

て
音
楽
発
表
会
を
行
な
っ
た
。
ま
た
夢

ホ
ー
ム
で
も
、
二
十
日
、
訪
問
し
た
お

客
様
の
前
で
音
楽
発
表
会
を
行
な
い
、

喝
采
の
拍
手
を
頂
い
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
、
来
年
三
月
に
再
度
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、
音
楽
指
導
を
継

続
す
る
つ
も
り
で
い
る
。

■
こ
ま
回
し
遊
び

■
バ
イ
ク
の
洪
水

■
移
動
式
遊
園
地

■
ア
プ
サ
ラ
ダ
ン
ス

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
版
野
口
英
世
の
伝
記

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
雨

季
に
な
る
と
川
が
氾

濫
し
洪
水
に
な
る
こ

と
が
あ
る
が
、
最
近

は
バ
イ
ク
の
洪
水
で

狭
い
道
路
が
氾
濫
し

そ
う
だ
。
特
に
都
市

部
で
は
、
経
済
成
長

と
と
も
に
バ
イ
ク
を

持
つ
市
民
が
急
増
、

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

　
最
近
の
日

本
の
子
ど
も

た
ち
は
、
こ

ま
で
遊
ぶ
こ

と
を
し
な
い

よ
う
だ
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

の
子
ど
も
た

ち
は
こ
ま
遊

び
が
大
好

き
。
四
角
い

■
カ
ボ
チ
ャ
の
語
源
は
？

■
パ
ン
屋
の
前
で
パ
ン
を
売
る
お
ば
さ
ん

土
俵
で
こ
ま
を
ぶ
つ
け
合
う
遊
び
だ
。（
写
真
＝

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
片
隅
で
こ
ま
を
回
し
て
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
）

　
カ
ボ
チ
ャ
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
発
音

が
よ
く
似
て
い
る

が
、
そ
の
昔
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
か
ら
日

本
へ
輸
入
さ
れ
た

の
で
、
日
本
で
は

カ
ボ
チ
ャ
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
。
事
実
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
カ
ボ
チ
ャ
が
よ
く
売
ら
れ
て

お
り
、
生
産
も
し
て
い
る
。（
写
真
＝
道
路
端
で

カ
ボ
チ
ャ
販
売
）

　
パ
ン
を
買
い
に
来
る
お
客
を
あ
て
に
、
パ
ン

屋
の
前
で
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
売
っ
て
い
る
お
ば

さ
ん
を
見
か
け
た
。
日
本
な
ら
営
業
妨
害
で
訴

え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
そ
こ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
助

け
合
っ
て
生
き
る
の
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
ン
ス
タ
イ

ル
だ
。（
写
真
＝
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
バ
イ
ヨ
ン

ベ
ー
カ
リ
ー
前
で
）

ワ
ー
は
身
動
き
が
取
れ
な
い
ほ
ど
の
混
雑
ぶ
り

だ
。（
写
真
＝
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
交
差
点
）

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
娯
楽

は
ま
だ
少
な
い
。
そ
こ

で
、
時
々
見
か
け
る
の

が
移
動
式
遊
園
地
。
町

内
の
狭
い
土
地
を
借
り

て
遊
具
が
回
転
し
て
い

た
。
料
金
も
安
い
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を

あ
げ
て
楽
し
ん
で
い
た
。（
写
真
＝
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
県
内
の
小
さ
な
町
で
）　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
観

光
地
、
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
へ
行
く
と
、

シ
ア
タ
ー
付
き
の
大

型
レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒

を
並
べ
て
い
る
。
夕

食
時
に
な
る
と
、
シ

ア
タ
ー
で
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
伝
統
舞
踊
（
ア

プ
サ
ラ
ダ
ン
ス
）
鑑

賞
を
楽
し
む
観
光
客

で
い
っ
ぱ
い
だ
。
中
に
は
プ
ロ
の
劇
団
も
あ
る

が
、
踊
り
子
の
多
く
は
高
校
生
、
ア
ル
バ
イ
ト

し
て
学
費
や
生
活
費
に
充
て
る
そ
う
だ
。
見
応

え
あ
る
踊
り
な
の
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を

訪
れ
た
時
に
は
是
非
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
。（
写

真
＝
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ク
ー
レ
ン
Ⅱ
の
シ
ア
タ
ー
で
）　

た
ま
た
ま
本
屋
を

散
策
し
て
い
た
ら
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
語
で
書

か
れ
た
野
口
英
世
の

伝
記
を
見
つ
け
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
青
年
た
ち
が
野
口
英
世
の
生
涯

か
ら
多
く
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、

日
本
の
若
者
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

（
写
真
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
で
書
か
れ
た
野
口
英
世

の
伝
記
）
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　本旅行は観光旅行では味わうこと
のできない現地の子ども達との交流
をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施設
「夢ホーム」の子ども達が皆様をお
待ちしております。併せて学用品配
布などのボランティア活動にも参加
でき、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。旅行代
金も格安に設定しましたので、お気
軽にご参加ください。
　もちろんカンボジアといえば世界遺
産の宝庫、アンコールワット観光（オプ
ショナルツアー）も予定に入れました。
　なお、募集は原則として本会会員を
対象にしておりますので、参加され
る方は、事前に会員登録(一口5,000
円)が必要になります。

【旅行期間】平成26年3月5日（水）～11日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝20名）

先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。
【滞在ホテル】ダイヤモンドホテル(プノンペン)５泊
【利用空港】成田空港および関西空港など
【旅行日程】５日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてカンボジアの

プノンペン国際空港へ。
　　　　　　６日＝小学校を訪問、井戸贈呈式と学用品配布など
　　　　　　７日＝教育支援する里子の家を訪問
　　　　　　８日＝自由行動（オプショナルでアンコールワット観光あり）
　　　　　　９日＝夢ホーム訪問、セントラルマーケットで買い物
　　　　　 10日＝プノンペン市内観光後、夜８時頃チェックアウト⇒プノンペ

ン国際空港から帰国の途へ
　　　　　  11日＝早朝、成田・関西空港などに到着
【旅行代金】15万円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、ビザ申請代、現地

での宿泊代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの費用を含
みます。＊１人部屋希望者追加料金5泊で12,000円。＊日帰りアン
コールワット観光27,000円（希望者のみ）＊傷害保険は各自でおか
けください。

【締切日】平成26年1月20日(月)

第26回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第26回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子供たちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子ども達と楽しい交流・里子の家庭訪問・感動的な井戸の贈呈式・学用品配布・アンコールワット観光など

「夢ホーム」の子ども達が皆さんをお待ちしています

学校訪問では学用品を配布します

旅行企画☆特定非営利活動法人　21 世紀のカンボジアを支援する会
〒 176-0011　東京都練馬区豊玉上２− 25 −７− 203　　TEL：03 − 3991 − 2854
E-mail：info@aac21.net　http://www.aac21.net　　FAX：03 − 3557 − 1213

お問い合せ・
申し込み

十
一
月
〜
十
二
月
の
予
定

●
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
十
一
月
一
日
付
第
七
十
三
号
発
行

●
第
二
十
五
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
（
十
月
三
十
日
～
十
一
月
五
日
）

●
第
六
回
小
学
校
対
抗
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
十
一
月
二
日
～
三
日
・
現
地
に
て
）

●
理
事
会
（
十
二
月
七
日
、
正
午
よ
り
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
ン
ア
ロ
ハ
」）

●
懇
親
会
（
忘
年
会
）（
十
二
月
七
日
、
午
後
一
時
よ
り
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
ン
ア
ロ
ハ
」）

●
写
真
展
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」（
十
二
月
十
四
日
～
二
十
四
日
、
調
布
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
）

事
務
局
便
り

■
第
二
十
五
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
は
、
い
つ
も
よ
り
少
し
早
く
、
十
月
三
十
日
～
十
一

月
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
に
浮
か
ぶ
水
上
生
活
の
小
学
校
を
、
湖
の
水
位

が
下
が
る
前
に
訪
問
す
る
た
め
で
す
。
旅
の
安
全
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

■
本
会
のF

aceb
ook

を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
掲
載
の
記
事
や
写
真
に
多
く
の
方
々
か
ら
「
い
い

ね
！
」
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
随
時
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
理
事
長
の
ブ
ロ
グ
「
メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て
」
も
、
現
地
情
報
を
中
心
に
毎
月
五
日
・
十
五

日
・
二
十
五
日
（
月
三
回
）
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
約
三
時
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

伝
統
陶
器
村
で
「
焼
き
物
の
村
　
オ
ン
ド
ル

ル
ッ
セ
イ
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
こ
こ
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
中
の
伝
統
的
な
陶
器
を
作
っ
て
い
る
陶
器

村
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
約
二
百
世
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
土
鍋
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
土
鍋
作
り
は
、
男
た
ち
が
サ
ト
ウ

ヤ
シ
に
登
っ
た
り
田
ん
ぼ
に
行
っ
た
り
し
て
い

る
間
の
女
の
仕
事
。
母
か
ら
娘
へ
と
伝
統
の
技

が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
方
法
は
独
特
で
す
。
機
械

を
使
わ
ず
手
作
業
で
す
。
家
内
工
業
で
す
ね
。

低
温
で
焼
く
の
で
壊
れ
や
す
い
で
す
。

（
兵
庫
県
宝
塚
市
、
理
事
・
中
野
　
勝
）

トゥッサナー・カンボジア

コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
州
の
焼
き
物
村
「
オ
ン
ド
ル
ル
ッ
セ
イ
」

＊トゥッサナーとは観察するという意味です。

支持者らとプノンペン市内をデモ行進する野党・救国党のサム・レンシー党首（右）

１日 40 個くらい作る

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手・ビールやデパー
トの商品券を集め、活動資金にしております。皆様の家に眠っ
ているものがございましたら、ご協力くださいますよう、よろ
しくお願い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

送り先 : 〒 176—0011　
東京都練馬区豊玉上２—２５—７—２０３　本会事務局へ

書き損じハガキ・未使用切手・商品券を
お送りくださいませんか

　
七
月
二
十
八
日
に
実
施
さ
れ
た
第
五
回
目

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
会
（
下
院
）
選
挙
は
、

百
二
十
三
議
席
中
、
与
党
（
人
民
党
）
が

六
十
八
議
席
を
取
り
、
野
党
（
救
国
党
・

五
十
五
議
席
）
を
押
さ
え
、
向
こ
う
五
年
間
、

政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月

二
十
四
日
に
開
か
れ
た
国
会
で
、
人
民
党
の
フ

ン
・
セ
ン
氏
が
首
相
に
再
任
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
野
党
側
（
救
国
党
）
は
、
選
挙
に

不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
、
週
末
に
な
る
と
プ
ノ

ン
ペ
ン
市
内
で
大
規
模
な
抗
議
集
会
と
デ
モ
行

進
を
続
け
て
い
る
。
九
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ

た
抗
議
集
会
で
は
、
群
集
が
一
部
暴
徒
化
し
、

市
内
の
至
る
所
に
設
置
さ
れ
た
バ
リ
ケ
ー
ド
を

壊
し
て
川
に
投
げ
た
り
、
警
備
の
警
察
官
に
向

か
っ
て
投
石
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
野
党
支
持

者
の
一
人
が
警
察
官
の
発
砲
で
亡
く
な
り
、
多

く
の
市
民
が
負
傷
し
た
模
様
だ
。

　
そ
の
後
も
抗
議
集
会
や
デ
モ
行
進
が
週
末
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
二
十
三
日
に
召
集
さ
れ
た

国
会
（
下
院
）
を
野
党
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
政
治
情
勢
は
混
迷
を
深
め
て
い
る
。

　
シ
ハ
モ
ニ
国
王
も
黙
っ
て
い
な
か
っ
た
。
政

治
に
は
不
介
入
の
姿
勢
を
と
り
続
け
て
き
た
国

王
だ
っ
た
が
、
業
を
煮
や
し
て
与
党
、
野
党
双

方
の
代
表
者
を
王
宮
に
呼
び
、
双
方
が
よ
く
話

し
合
っ
て
解
決
す
る
よ
う
仲
介
に
乗
り
出
し

た
。
近
年
で
は
稀
な
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
は
い
ず
れ
解
消
さ
れ
、
正

常
な
国
会
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

ど
こ
へ
行
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
！

る
。
し
か
し
、
今
回
の
選
挙
結
果
を
受

け
、
国
民
の
政
治
へ
の
関
心
度
が
高
ま

り
、
真
の
民
主
政
治
へ
の
方
向
が
指
し

示
さ
れ
た
気
も
す
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

選
挙
権
は
十
八
歳
か
ら
。
五
年
後
の
下

院
選
挙
の
結
果
、
今
は
野
党
に
甘
ん
じ

て
い
る
救
国
党
が
、
政
権
を
奪
取
す
る

可
能
性
が
で
て
き
た
。

　
九
三
年
の
民
主
選
挙
以
降
、
ほ
ぼ

政
治
の
中
枢
を
担
っ
て
き
た
与
党
・

人
民
党
だ
が
、
経
済
成
長
し
た
割
り

に
は
国
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
変
わ
ら

ず
、
反
面
、
高
級
官
僚
や
企
業
家
に

富
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
怒
り
に

も
似
た
抗
議
行
動
が
、
選
挙
結
果
に

現
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
か
と
い
っ
て
、
何
ら
経
験
を
持
た

な
い
野
党
が
政
権
交
代
し
て
も
、
日

本
の
民
主
党
の
二
の
舞
を
演
じ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
は
五
年
間
、

じ
っ
く
り
と
勉
強
し
て
も
ら
い
、
真

の
民
主
政
治
を
標
榜
す
る
政
党
と
し

て
大
き
く
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
う
。

（
理
事
長
の
ブ
ロ
グ
「
メ
コ
ン
の
風

に
吹
か
れ
て
」
よ
り
）

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

ン
ボ
ジ
ア
下
院
は
九
月
二
十
四
日
、

三
十
年
近
い
長
期
政
権
を
維
持
し
て
い

際
的
に
汚
職
・
腐
敗
防
止
活
動
を
し
て

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン

ン
ボ
ジ
ア
・
エ
ナ
ジ
ー
・
リ
ミ
テ
ッ
ド

社
が
プ
レ
ア
・
シ
ア
ヌ
ー
ク
州
ス
ト
ゥ

る
フ
ン
・
セ
ン
首
相
を
再
任
し
た
。
任
期
は
五

年
。
野
党
は
総
選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
と
し
て

新
た
な
抗
議
デ
モ
を
行
な
う
と
警
告
し
て
い

る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
七
月
の
総
選
挙
に
不
正
が

あ
っ
た
と
し
て
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
あ
っ
た

ば
か
り
。
最
大
野
党
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
救
国
党
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
「
独
裁
」
に
向
か
っ
て
い
る
と

し
て
議
会
を
初
日
か
ら
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い

る
。

シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
は
二
〇
一
三

年
の
「
日
常
生
活
と
汚
職
行
為:

東
南
ア
ジ
ア

地
域
の
市
民
の
考
え
」
と
い
う
汚
職
評
価
を
発

表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
自
国
政
府
の
汚
職
対
策
が

効
果
を
上
げ
て
い
る
と
信
じ
る
国
民
が
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
最
も
多

い
と
指
摘
し
た
。

ン
ハ
ゥ
郡
に
新
し
い
二
百
五
十
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の

火
力
発
電
施
設
を
建
設
し
て
お
り
、
八
月
に
工

事
が
終
了
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
〇
年
二
月
に

着
工
し
、
二
〇
一
三
年
六
月
現
在
で
五
十
メ
ガ

ワ
ッ
ト
の
第
一
発
電
施
設
が
完
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
八
月
に
は
第
二
発
電
施
設
が
完
成
。

関
係
者
に
よ
る
と
第
一
発
電
施
設
の
試
験
運
転

は
良
好
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
発
電
施
設
の

完
成
に
よ
り
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
電
力
事
情
は
改
善

さ
れ
る
。

フ
ン
・
セ
ン
首
相
を
再
任
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
下
院

野
党
は
ボ
イ
コ
ッ
ト

東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
政
府
の
汚
職
対
策
が
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
信
じ
る
国
民
最
多

二
百
五
十
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
火
力
発
電
所
が
完
成

カ国カ懇親会（忘年会）を開催します
会員相互の親交を深めるため、忘年会を開
催いたします。参加を希望する方は、事務局
へお申し込みください。

◎日　時：12月７日(土)　午後１時～３時
◎会　場：レストラン「サンアロハ」(横浜・山下公園近く)
◎会　費：４千円(振込票にて事前にお支払いください)
◎申込先：電話にて03−3991−2854(本会事務局)
　　　　　ファクスの場合は03−3557−1213

＊申込みのあった方に会場への地図を郵送い

たします。

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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